
 

桑名市ゼロカーボンシティ宣言 
 

近年、地球温暖化の影響とみられる異常気象によって、毎年のように
地球規模で甚大な災害などが発生しています。そのため、私たちの取巻
く環境は大きく変化し、生命や財産を脅かす「気候危機」の状況にありま
す。 
 
２０１５年に合意されたパリ協定では、「産業革命前からの平均気温上

昇の幅を２度未満とし、１．５度に抑えるように努力する」との目標が国際
的に広く共有され、その実現には２０５０年までに温室効果ガスの実質排
出をゼロにすることが必要とされました。 

 
桑名市においては「本物力こそ、桑名力」を基本理念とし、「快適な暮ら

しを次世代にも誇れるまち」の実現のため、取り組んでいるところであり、
SDGｓの取り組みと同様、「誰一人取り残さない」持続可能なまちづくり
を目指しています。 

 
本市は、市民の命と暮らしを守り、未来を創る子どもたちの為に、再生

可能エネルギーの地産地消を始め、従来の発想にとらわれない積極的な
対策を行いながら、市の環境と経済の好循環を生みだす様々な環境施策
を推進します。 

 
２０５０年までに本市からの二酸化炭素の排出実質ゼロを目指し、ゼロ

カーボンシティの実現に向けて、市民や民間事業者等と連携し取り組む
ことを、ここに宣言します。 
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